各競技別実施細目
ソフトボール競技

１ 会  場

村営北部グラウンド・村営南部グラウンド
２ チーム

同一地区で２チーム以内とする。但し地区でチーム編成ができない場合は合併を認める。

３ チーム編成

1 試合中は各年代の選手が出場していること。ＤＰ（指名選手）の年齢制限はしないが、２０代以下は３名まで、３０代も３名までとすること。
2 選手年齢の繰り下げはよいが、繰り上げは認めない。

3 女性の出場を認め、年齢制限はしない。（女性の投手の場合でも、投球位置は変更しない。）
４ 試合方法

1 トーナメント方式※一部ブロック別の総当たり方式とする。
2 試合は７回、または１時間とする。
※１時間を超えて新しいイニングに入らない。
3 ３回終了時で１５点、４回終了時で１０点、５回終了時及びそれ以上の回で７点以上の差があれば、得点差コールドゲームとする。

５ ルール

1 今年度オフィシャルソフトボールルール及び本大会申し合わせ事項とする。（代表者会議の決定事項を優先する。また、グラウンドルールは審判一任）

2 同点の場合は、各チーム９名によるジャンケンを行い、５人先取を勝ちとする。
3 全試合でホームランラインを採用する。距離は６８ｍとする。
６ 表  彰

ブロック毎１位のチームに賞状を授与する。

７ 審  判

1 塁審３名、線審2名、記録員１名、ボールボーイ1名を出すこと。

②対戦表の※チームが１試合目の審判・記録員を出し、２チームの場合は各チーム4名の審判をする。

③２試合目以降は負けチームから出すこと。
◎審判講習会６月１０日（水）午後６時００分 協和ウイング白馬アリーナ

各チームの審判員は参加すること。【上履き用運動靴持参】

８ グラウンド整備

大会当日午前６時４５分に各チーム２名以上各地区が出場するグラウンドに集合のこと。

９ その他

①服装は原則としてユニフォームとする。ユニフォームがない場合は運動のできる服装でよいが、ハーフパンツ、短パン等脚が露出し怪我に繋がる恐れのある服装は認めない。帽子は必ず着用のこと。ただし女性選手については半ズボンでの出場を認めるが、経験者に限る。
②試合ボール（１２インチ）は事務局で用意するがバット、グローブ等の用具は各チームで用意すること。

③打者・打者走者・走者・次打者は両耳付のヘルメットを着用する。（ヘルメットは原則として各チームで用意する）

捕手はマスク・ヘルメット・レガース・ボディープロテクターを着用する。
④出場選手に違反があった場合、違反者は試合から除外され失格選手になり、正しい交代者と交代する。違反者（失格選手）が更に出場したときは、没収試合になる。

⑤金属製、セラミック製スパイクの使用は認めない。
⑥各チーム責任をもって必ず準備運動をすること。
